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よって，行動の質的・量的側面への介入を志向する『動機づける』（motivate/motivating）である」と言及してい
る。
2. 2　自己決定理論（Self-Determination Theory: SDT）
　自己決定理論とは，成長と統合へと向かう自己の傾向性及びより統合された自己の感覚を発達させていく傾向性を
生得的に備えているという生命体論的視座に立った動機づけの考え方である（Ryan & Deci, 2000a, 2000b，鹿毛，




2. 3　基本的心理欲求理論（Basic Psychological Needs Theory: BPNT）
　基本的心理欲求理論とは，「人間の成長，統合的な発達，well-being（ウェルビーイング）のために必要不可欠な３







































































項目は，基本的欲求理論 （Jang, et al., 2016 ; Ryan & Deci, 2017） の枠組みを応用した欲求充足に関する９項目と，


































































　先行研究から得たモデル（図１）を検討するために，IBM SPSS AMOS Ver.25を用いて共分散構造モデリング
（SEM）によるパス解析を行った。その結果を図３に示す。
表１　アンケート項目の記述統計量
質問項目 M SD 歪度 尖度
自律性の欲求充足
英語の授業では，ストレスなく，リラックスして授業を受けることができると思う。 3.67 0.961 －0.517 0.050
英語の授業では，不安がなく自分らしくいられると思う。 3.23 0.994 －0.134 －0.185




3.30 1.025 －0.345 －0.310
英語の授業では，難しい挑戦でも好んですると思う。 2.99 1.051 －0.022 －0.697
英語の授業では，難しいこともうまくやることができると思う。 2.80 1.096 0.103 －0.699
関係性の欲求充足
英語の授業では，クラスの人と安心して授業に取り組めると感じる。 3.66 1.018 －0.533 －0.050
英語の授業のカリキュラムは，自分にとって適切だと感じる。 3.56 0.953 －0.320 －0.092
英語の授業で使われている教材・教具は自分にとって取り組みやすいと感じる。 3.50 0.923 －0.147 －0.313
内発的動機づけ（知識）
英語圏の人達の文化や生活について知識を得るのは楽しいから。 3.49 1.127 －0.383 －0.548
英語圏の情報（本や映画など）について知ることが楽しいから。 3.63 1.084 －0.521 －0.364
英語を通して新しい発見があるのがうれしいから。 3.47 1.109 －0.273 －0.719
どんなことでも新しい知識を得るのは楽しいから。 3.69 1.002 －0.402 －0.387
内発的動機づけ（達成）
英語がどこまでできる様になるか，挑戦するのが楽しいから。 3.46 1.086 －0.246 －0.698
自分の英語が上達することが楽しいから。 3.68 1.033 －0.400 －0.541
英語の文章が理解できるとうれしいから。 3.89 1.006 －0.721 －0.013
英語の練習問題や発音がうまくできたりするとうれしいから。 3.51 1.078 －0.214 －0.699
内発的動機づけ（刺激）
英語を理解したり英語で自分の言いたいことが表現できたりするとうれしいから。 3.74 0.950 －0.344 －0.617
英語で話すと心地よいから。 2.95 1.130 0.098 －0.716
英語を聞くことは楽しいから。 2.87 1.088 0.189 －0.524
外国語が話されているのを聞くことは，心地よいから。 2.81 1.142 0.316 －0.627
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　SEMを行った結果，図３のような数値が得られた。このモデルの，モデル適合度指標は，χ2＝21.443, df＝8, 
p＝.006, χ2/df＝2.680, RMR＝.030, GFI＝.965, AGFI＝.909, CFI＝.981, RMSEA﹇90％CI﹈＝.092﹇.046, .140﹈
であった。GFI, AGFI, CFI >.90であるため，十分な適合度が得られているが，RMSEA >.05となってしまってい


























































関係性の欲求充足 .702＊＊ .594＊＊ ―
内発的動機づけ（知識） .407＊＊ .351＊＊ .451＊＊ ―
内発的動機づけ（達成） .578＊＊ .504＊＊ .569＊＊ .731＊＊ ―
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Preliminary Survey of the Development of a Basic Psychological 
Needs Satisfaction Scale in English Lessons for High School Students
―Effects on their Intrinsic Motivation
Fujishige SOMEYA＊
ABSTRACT
The purpose of this study was to develop the scale of basic psychological needs satisfaction in high school studentsʼ 
English classes.  In addition, a preliminary study was conducted on how needs satisfaction for English classes affects the in-
trinsic motivation in learning English.  It was also necessary to verify the relevance of the developed scale.  There were a 
total of 201 participants, from first to third year high school students.  As a method, we developed a questionnaire to fulfill 
three needs based on basic psychological needs theory and conducted and analyzed it.  As a result of the confirmatory factor 
analysis （CFA） and reliability coefficient analysis, we were able to ensure the reliability of the three basic psychological 
needs satisfaction scales we developed.  Therefore, to examine how the fulfillment of three needs satisfaction affects intrinsic 
motivation, we performed path analysis using structurel equation modeling （SEM).  As a result, acceptable fitness was 
obtained.  From this study, it became clear that under the framework of SDT, the motivation of English classes for high 
school students influences the intrinsic motivation.  In the future, I would like to contribute to motivational research in 
education.
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